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こ
の
た
び
、
平

成
27
年
11
月
23
日

付
け
で
、
日
本
糖

尿
病
学
会
の
認
定

す
る
糖
尿
病
専
門

医
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

私
は
、
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
初
期
臨
床
研
修
終
了
後
、
母
校

の
島
根
大
学
医
学
部
で
糖
尿
病
専
門
医
の
研
修
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
の
高
知
に
帰
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
22
年
11
月
か
ら
、

日
本
糖
尿
病
学
会
の
認
定
教
育
施
設
で
あ
る
細
木
病
院
で
お
世
話
に

な
り
な
が
ら
専
門
医
研
修
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
4
月
に

細
木
病
院
グ
ル
ー
プ
の
三
愛
病
院
に
異
動
に
な
り
、
今
回
無
事
、
糖

尿
病
専
門
医
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
糖
尿
病
診
療
は
ず
っ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

糖
尿
病
専
門
医
を
取
得
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
や
る
こ
と
は
基
本
的

に
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昨
今
の
糖
尿
病
治
療
の
進
歩
は
目
覚

ま
し
く
、
新
し
い
薬
や
新
し
い
知
見
が
次
々
と
出
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、
日
々
さ
ら
に
研
鑽
を
積
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
は
よ
り
糖

尿
病
の
専
門
家
と
し
て
、
患
者
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
の
他
の
専
門
医
で
な
い
先
生
方
か
ら

も
信
頼
さ
れ
、
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
の
治
療
は
、
医
師
だ
け
で
な
く
、
療
養
指

導
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
と

も
一
緒
に
勉
強
し
、
時
に
は
専
門
医
と
し
て
指
導
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
専
門
医
を
取
得
す
る

に
当
た
り
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生
方
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、
生
活
習
慣
病
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
最
近
の
厚
生
労

働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
国
内
の
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
と
糖

尿
病
の
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
人
を
合
わ
せ
て
、
約
2
千
万
人
に

の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
糖
尿
病
専
門
医
の
数
は
5
千
人
に
足
ら
ず
、
チ
ー
ム
医

療
や
病
診
連
携
の
力
を
活
用
し
て
も
な
お
、
多
数
の
糖
尿
病
患
者
さ

ん
に
、
充
実
し
た
医
療
を
提
供
す
る
に
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

細
木
病
院
は
、
日
本
内
科
学
会
認
定
教
育
関
連
病
院
お
よ
び
日
本

糖
尿
病
学
会
認
定
教
育
施
設
を
は
じ
め
、
内
科
系
の
各
専
門
分
野
の

研
修
施
設
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
医
師
が
当
院
で
勤
務
し
な

が
ら
研
修
を
行
い
、
内
科
認
定
医
お
よ
び
各
分
野
の
専
門
医
へ
の
資

格
取
得
の
道
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、糖
尿
病
に
限
ら
ず
、

専
門
医
の
教
育
施
設
と
し
て
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
さ
ら

に
研
鑽
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
名
誉
副
院
長　

小
林　

誠
／
副
院
長　

西
岡
達
矢
）

三愛病院の篠原雅幸医師が
糖尿病専門医を取得！

細
木
病
院
グ
ル
ー
プ
の
糖
尿
病
専
門
医
は
４
名
に
！

三愛病院　内科医師
篠原雅幸

細木病院が認定を受けている
専門医・認定医研修施設一覧

・日本内科学会認定教育関連病院

・日本糖尿病学会認定教育施設

・日本高血圧学会専門医認定施設

・日本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設

・日本甲状腺学会認定専門医施設

・日本消化器病学会関連施設

・日本呼吸器学会認定施設

・日本外科学会外科専門医制度関連施設

・日本整形外科学会整形外科専門医研修施設

・日本リハビリテーション医学会研修施設
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3
月
か
ら
、
三
愛
病
院
の

整
形
外
科
で
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
月
水
金
の

午
前
中
の
診
察
と
な
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
こ
こ
に
、
今
ま
で

の
履
歴
を
圧
縮
し
て
書
き
留

め
て
、
私
の
自
己
紹
介
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昭
和
12
年
、
千
葉
県
は
成

田
不
動
さ
ん
の
近
く
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
大
阪
、
奈

良
、
和
歌
山
と
移
り
住

み
、
和
歌
山
県
立
向
陽
高

等
学
校
を
卒
業
し
、
徳

島
大
学
医
学
部
に
入
学

し
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業

後
、
同
大
の
整
形
外
科
へ

入
局
し
ま
し
た
。
学
位
論

文
を
書
き
終
え
た
頃
の
あ

る
日
の
こ
と
で
す
。
医
局

長
か
ら
「
一
年
間
、
土
佐

市
民
病
院
へ
行
っ
て
く
れ

ん
か
？
」
と
打
診
さ
れ
ま

し
た
。
結
局
約
5
年
間
勤

務
し
ま
し
た
。そ
の
後
ま
た
、

医
局
長
か
ら
電
話
が
あ
り
ま

し
た
。「
高
知
市
民
病
院
の

主
任
科
長
の
席
が
空
い
た
ん

だ
け
ど
…
」。
否
も
応
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
、
8
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。「
そ
ろ
そ
ろ
開
業

し
た
ら
」
と
勧
め
て
く
れ
る

人
が
あ
り
、
昭
和
55
年
、
高

知
市
薊
野
に
「
森
田
整
形
外

科
」
を
開
業
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
昨
年
12
月
30
日
に
、

思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
閉
院

し
ま
し
た
。36
年
間
で
し
た
。

　

高
知
に
移
り
住
ん
で
50
年

に
な
り
ま
す
。
あ
の
時
の
医

局
長
の
「
一
年
」
は
、「
一
生
」

の
聞
き
違
い
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
と
思
い
返
し
て
み

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
ち
、
及
ば
ず
な
が

ら
も
地
域
医
療
の
た
め
に
微

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
4
月
よ
り
、
診
療

日
が
水
・
木
・
金
に
変
更
に

な
り
ま
す
。

日、テレビで数十
年も長く続いてい

る「笑点」の司会者で落
語家の桂歌丸師匠が、以
前イレウスで休んでい
たという記事に気付い
た。イレウスとは、日本

語で腸閉塞、腸の通過障害のことである。こ
のように、一般の方には医療に関する言葉は
理解しにくい。一方、医師や看護師、薬剤師
などは、普段使い慣れていて、誰でも知って
いる言葉だと、すっかり思い込んで使ってい
る。患者さんの病状を、医師や看護師は懇切
丁寧に説明したつもりでも、患者さんやご家
族には理解していただけない。どうして？と
医療サイドは不思議に思う。しかし、理解で
きないような医療の専門用語を至極当然のご
とく使って、相手が分かってくれていると思
い込んで次々と話を進める。聞く方も、問い
返すと失礼になるかもと質問しないままでい
るので、ますますお互いの意思が乖離してし

まうように思う。しばらくしてから、もう一
度、どうして？と聞かれることもある。
　私たち医療に携わる者が十分注意していて
も、実際に病状の説明や治療の方法等を詳し
くお話しする過程において、どうしても医療
サイドの一人合点に終わってしまっているこ
とが多いのではないかと反省している。セカ
ンドオピニオン外来という言葉があるが、こ
れは主治医以外の医師の意見を聞くことので
きる外来のことであり、ＥＢＭとは、この治
療が最適の治療であるという証拠に基づいた
医療、という意味である。緩和ケアとは、痛
みや苦しみを和らげることを優先する医療
で、特に、がんの末期の方には理想的な方法
である。ＱＯＬとは、生活の質。その人がこ
れで良いと思われるような生活の質を維持し
ようとする考え方である。医学用語にもどん
どん新しい用語、考え方が入ってきて、ます
ます分かりにくくなり、説明に時間をかける
必要があるということを、私たち医療従事者
は、肝に銘じることが大事である。

分
か
り
に
く
い
医
療
の
言
葉

分
か
り
に
く
い
医
療
の
言
葉

時 事
エッセー 先

三
愛
病
院
　新
採
用
医
師
紹
介

 整形外科医師

森
もり

田
た

　穣
じょう

二
じ

外来担当 月 水 金
午前 ○ ○ ○
午後
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昨
年
の
12
月
3
日
〜
5
日

に
、
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か

る
ぽ
ー
と
に
て
、
第
23
回
日

本
精
神
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
学
会
は
、

精
神
障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
専
門

職
や
当
事
者
が
参
加
す
る
学

会
で
す
。
今
回
は
、
沖
縄
か

ら
北
海
道
ま
で
、
全
国
各
地

か
ら
700
名
を
超
え
る
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
講
演
や
体
験

発
表
、
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
、
学
会
参
加
者

の
熱
意
の
こ
も
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
学
会
で
全
国
の
精
神
保

健
福
祉
に
関
わ
る
人
々
と
接

し
、
精
神
科
医
療
福
祉
は
確

実
に
地
域
へ
と
シ
フ
ト
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

こ
の
学
会
の
運
営
は
、
高

知
県
内
の
精
神
科
病
院
が
お

手
伝
い
し
ま
し
た
が
、
細
木

ユ
ニ
テ
ィ
病
院
か
ら
は
、
運

営
委
員
と
し
て
、
日
本
精
神

科
看
護
協
会
高
知
県
支
部
長

の
岡
本
眞
知
子
看
護
部
長

と
、
高
知
県
精
神
科
栄
養
士

研
修
会
会
長
の
前
田
光
代
栄

養
管
理
室
長
が
、
実
行
委
員

と
し
て
中
嶋
光
宏
総
務
課
長

が
そ
の
任
に
当
た
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
12
月
2
日
の

準
備
の
日
か
ら
5
日
の
撤
収

作
業
ま
で
、
10
名
〜
25
名
の

当
院
職
員
が
毎
日
、
学
会
運

営
に
当
た
り
ま
し
た
。
ま

た
、
前
田
は
「
精
神
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
栄
養
士
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
」
と
い

う
研
究
を
発
表
し
、
岡
本
は

座
長
を
務
め
ま
し
た
。
会
場

責
任
者
や
受
付
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
も
、
心
を
込
め
て

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。
学
会
会
期
中
、
快
く
学

会
に
送
り
出
し
て
く
れ
た
院

内
勤
務
の
仲
間
に
感
謝
の
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の

学
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働

い
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
ユ

ニ
テ
ィ
＝
協
調
」
を
体
現
し

た
出
来
事
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
精
神
を
忘
れ
ず

に
、
日
々
の
仕
事
に
励
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
看
護
部
長　

岡
本
眞
知
子
） 　

1
月
30
日
に
香
川
県
高
松

市
で
、
四
国
老
人
福
祉
学
会

第
35
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
福
祉
を

支
え
る
人
材
育
成
」
で
、
サ

ブ
テ
ー
マ
は
「
魅
力
あ
る
職

場
作
り
を
目
指
し
て
」
で
し

た
。
福
祉
関
係
者
の
み
な
ら

ず
、
学
校
関
係
者
や
高
校
生

の
参
加
も
あ
り
、
地
域
に
開

か
れ
た
大
会
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

基
調
講
演
は
、「
一
次
産

業
を
か
っ
こ
よ
く
て
・
感
動

が
あ
っ
て
・
稼
げ
る
・
3
Ｋ

産
業
に
」
と
「
介
護
は
究
極

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
〜

伝
え
る
チ
カ
ラ
〜
」
の
2
題

で
、
家
業
を
継
ぎ
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
る
方
た
ち

の
講
演
で
し
た
。
人
や
物
を

大
切
に
す
る
心
、
自
分
の
強

み
を
見
つ
け
、
あ
る
も
の
を

ど
う
活
か
す
か
、
仕
事
に
対

す
る
向
き
合
い
方
の
大
切
さ

等
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
細
木
病
院

の
都
司
博
直
事
務
部
副
部
長

が
「
改
定
率
を
用
い
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
評
価
手
法
の
検

討
」
を
、
私
が
「
在
宅
部
に

お
け
る
介
護
職
へ
の
緊
急
対

応
実
地
研
修
の
取
り
組
み
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
、

双
方
と
も
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。当
院
在
宅
部
に
は
、

訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
、
通

所
リ
ハ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
複
数

の
事
業
所
が
あ
り
、
毎
月
、

合
同
研
修
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、

各
事
業
所
で
働

く
多
く
の
介
護

職
を
対
象
に
、

看
護
師
が
出
向

い
て
の
緊
急
対

応
の
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
研
修
に
取

り
組
み
、
良
い

効
果
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
。
今

後
も
、
看
護
・

介
護
の
質
の
向

上
、
よ
り
良

い
職
場
作
り
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
学
会
で
は
、
高
校

生
の
福
祉
活
動
へ
の
参
加
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
支

え
て
い
く
若
者
の
心
強
い
発

表
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
他
県

の
方
と
の
交
流
や
出
会
い
を

通
じ
て
、
高
知
の
良
さ
も
改

め
て
実
感
し
た
研
修
で
し
た
。

（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

高
知
西　

看
護
師

石
本
智
枝
）

第
23
回
日
本
精
神
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

　高
知
大
会
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
全
面
協
力

細　　木
ユニティ
病　　院

細木病院

第
35
回
四
国
老
人
福
祉
学
会
に
参
加

左から、井上加奈子在宅看護専門看護師、
廣井三紀在宅部長、都司博直事務部副部長、
石本智枝看護師、日浦美由貴介護福祉士
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認
知
症
に
は
、
大
き
く
分

け
て
、
治
せ
る
認
知
症
と
治

せ
な
い
認
知
症
の
2
種
類
が

あ
り
ま
す
。

❶
治
せ
る
認
知
症
…
正
常
圧

水
頭
症
、
慢
性
硬
膜
下
血

腫
、
良
性
脳
腫
瘍
、
甲
状

腺
機
能
低
下
症
な
ど

❷
治
せ
な
い
認
知
症
…
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、

前
頭
・
側
頭
型
認
知
症

（
ピ
ッ
ク
病
）、
脳
血
管
障

害
性
認
知
症
な
ど

❶
治
せ
る
認
知
症
の
う
ち
、

正
常
圧
水
頭
症
は
、
歩
行

障
害
、
記
憶
力
障
害
、
尿

失
禁
が
3
大
症
状
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
良
性
脳
腫
瘍

で
は
、
頭
痛
や
記
憶
力
障

害
、
運
動
麻
痺
の
ほ
か
、

て
ん
か
ん
発
作
や
言
語
障

害
な
ど
が
主
症
状
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
甲
状
腺
機
能

低
下
症
で
は
、
無
感
心
、

記
憶
力
、判
断
力
の
低
下
、

手
指
振
戦
な
ど
が
主
症
状

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

❷
治
せ
な
い
認
知
症
の
う
ち
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
は
、
も
の
忘
れ
、
判
断

力
の
低
下
で
発
症
し
、
進

行
す
る
と
幻
視
や
幻
聴
が

見
ら
れ
た
り
、
易い

ど怒
性せ
い

（
さ
さ
い
な
こ
と
で
す
ぐ

に
怒
り
を
あ
ら
わ
に
す
る

性
質
）
や
徘
徊
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
で

は
、
自
分
の
財
布
や
薬
を

誰
か
が
隠
し
た
と
か
、
盗

ん
だ
と
か
、
被
害
妄
想
症

状
で
発
症
し
ま
す
。
進
行

す
る
と
記
憶
障
害
や
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
症
状
が
出
現
し

ま
す
。
前
頭
・
側
頭
型
の

認
知
症
で
は
、
性
格
変
化

が
顕
著
に
発
現
し
記
憶
障

害
が
加
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

ご
本
人
や
ご
家
族
の
認
識

が
大
切
で
、
病
院
で
は
、
神

経
学
的
所
見
と
補
助
検
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
最

も
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｍ

Ｍ
Ｓ
Ｅ
（
ミ
ニ
メ
ン
タ
ル
ス

テ
ー
ト
検
査
）
で
は
、
30
点

満
点
中
、
25
点
以
上
で
正
常

で
す
が
、
19
点
以
下
の
場
合

は
進
行
し
た
認
知
症
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
22
～
24
点

の
場
合
は
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認

知
障
害
）
と
呼
ば
れ
、
こ
の

頃
に
適
切
な
治
療
を
行
え
ば

進
行
が
抑
え
ら
れ
た
り
、
改

善
、
治
癒
す
る
症
例
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

❶
治
せ
る
認
知
症
の
う
ち
、

正
常
圧
水
頭
症
に
は
、
全

身
麻
酔
下
に
脳
室
‒
腹
腔

シ
ャ
ン
ト
術
を
行
え
ば
完

治
し
ま
す
。
慢
性
硬
膜
下

血
腫
に
は
、
五
苓
散
や
柴

苓
湯
が
有
効
で
す
が
、
重

症
の
患
者
さ
ん
に
は
、
局

所
麻
酔
下
に
穿
頭
洗
浄
血

腫
除
去
や
血
腫
腔
ド
レ

ナ
ー
ジ
術
を
行
い
ま
す
。

良
性
脳
腫
瘍
に
は
、
全
身

麻
酔
に
よ
る
開
頭
腫
瘍
全

摘
出
術
を
行
い
ま
す
。
甲

状
腺
機
能
低
下
症
に
は
、

チ
ラ
ー
ジ
ン
な
ど
の
甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
の
投
与
で
治

癒
し
ま
す
。

❷
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
に
対
し
て
は
、
ア
リ
セ

プ
ト
や
レ
ミ
ニ
ー
ル
、
メ

マ
リ
ー
な
ど
の
薬
が
単
独

治
せ
る
認
知
症 

と 

治
せ
な
い
認
知
症

　
　健
康
で
活
動
的
な
生
活
習
慣
が
認
知
症
を
予
防
し
ま
す
！

 

認
知
症
の
分
類

治
　
　
　療

症
　
　
　状

診
　
　
　断

ＭＭＳＥの書式例（出典：Ｍindsガイドラインセンター）

細木病院
脳神経外科部長
栗坂昌宏

認
知
症
と
は
、
記
憶
力
や
判
断
力
、
認
識
力
が
低
下
し
て

社
会
的
に
支
障
を
来
す
状
態
を
い
い
ま
す
。
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ま
た
は
組
み
合
わ
せ
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
貼
付

薬
と
し
て
、
イ
ク
セ
ロ
ン

パ
ッ
チ
も
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
進
行

を
遅
延
さ
せ
る
作
用
が
あ

る
も
の
の
、
完
治
さ
せ
る

効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
型
に

対
し
て
は
、
ア
リ
セ
プ
ト

が
他
剤
よ
り
も
有
効
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
脳
血
管
障

害
性
認
知
症
に
は
、
脳
代

謝
賦
活
剤
や
抗
血
小
板

薬
、
抗
凝
固
剤
が
投
与
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
で
改
善
し

た
り
進
行
が
抑
制
さ
れ
る

場
合
が
多
い
で
す
。前
頭
・

側
頭
型
認
知
症
は
、
変
性

疾
患
の
一
つ
で
完
治
さ
せ

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
と
同
じ
治
療
法
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

治
せ
る
認
知
症
は
完
治
し

ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
、レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、

前
頭
・
側
頭
型
認
知
症
は
、

徐
々
に
進
行
し
て
、
最
終
的

に
は
精
神
病
院
で
の
管
理
に

な
り
ま
す
。
脳
血
管
障
害
性

認
知
症
は
、
脳
梗
塞
や
脳
出

血
の
再
発
に
よ
り
症
状
は
悪

化
し
、
片
麻
痺
に
な
っ
た
り
、

寝
た
き
り
状
態
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
飲
水
を
増
や
し
、

予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
の
原
因
と
さ
れ

る
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、

高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
き
ち
ん
と
治
す
こ
と

や
、
禁
煙
お
よ
び
飲
酒
量
を

週
2
～
3
回
に
減
ら
す
こ

と
、
散
歩
な
ど
を
し
て
家
に

閉
じ
こ
も
ら
な
い
こ
と
、
毎

日
人
と
話
を
す
る
こ
と
、
日

記
を
書
く
こ
と
、
川
柳
や
和

歌
、
俳
句
を
作
っ
た
り
、
将

棋
、麻
雀
、囲
碁
、ジ
グ
ソ
ー

パ
ズ
ル
や
絵
を
描
く
な
ど
の

趣
味
に
興
じ
、
常
に
新
し
い

思
考
回
路
を
確
立
す
る
こ
と

が
、
海
馬
の
神
経
細
胞
の
再

生
に
有
効
と
さ
れ
、
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
母
が
暴
れ
て
困
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か

分
か
り
ま
せ
ん
」。
昨
年
2

月
に
、
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
城
西
出
張
所
に
1
本
の

電
話
が
入
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
支
援
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
ご
家
庭

が
あ
り
ま
す
。
母
親
の
認
知

面
の
低
下
が
見
え
は
じ
め
た

の
は
、
2
年
ほ
ど
前
か
ら
。

元
気
な
時
か
ら
気
丈
で
世
話

好
き
だ
っ
た
母
親
が
次
第
に

変
わ
っ
て
い
く
姿
を
、
娘
さ

ん
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず

に
、
ず
っ
と
自
宅
で
閉
じ
こ

も
り
、
看
て
い
た
よ
う
で
し

た
。
長
い
月
日
を
つ
ら
い

思
い
を
し

な
が
ら
一
人

で
介
護
し
て

き
た
娘
さ
ん

は
、
憔
悴
し

き
っ
て
い
ま

し
た
。
困
っ

た
時
に
、

も
っ
と
気
楽

に
相
談
で
き

る
場
所
が
あ

れ
ば
、
ま
た

違
っ
た
生
活

を
営
む
こ
と

が
で
き
た
の

で
は
な
い
か

と
、
考
え
さ

せ
ら
れ
た
こ

と
で
し
た
。

　

細
木
病
院
の
在
宅
部
に
認

知
症
対
応
型
「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
さ
く
ら
ん
ぼ
」
が
あ
り
、

地
域
密
着
型
の
事
業
所
と
し

て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
取
り

組
み
を
し
て
い
く
役
割
が
あ

り
ま
す
。
以
前
か
ら
、
気
楽

に
来
れ
て
ホ
ッ
と
で
き
る
場

所
と
し
て
、
事
業
所
内
の
交

流
ス
ペ
ー
ス
を
地
域
に
開
放

で
き
な
い
か
と
い
う
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
昨
年
12
月
か
ら
毎
月
1

回
、
認
知
症
予
防
「
さ
く
ら

ん
ぼ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歌
や

手
芸
の
ほ
か
、
ミ
ニ
健
康
講

座
、
南
ア
フ
リ
カ
出
身
で
城

西
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
に

よ
る
土
佐
弁
英
会
話
講
座
な

ど
、
地
域
の
方
や
事
業
所
の

利
用
者
も
交
え
て
、
賑
や
か

な
サ
ロ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら
ん

ぼ
の
職
員
は
全
員
、
認
知
症

に
関
す
る
研
修
を
受
け
て
い

ま
す
。
認
知
症
は
誰
に
で
も

起
こ
り
得
ま
す
。
地
域
の
方

が
困
っ
た
時
に
気
楽
に
相
談

で
き
る
よ
う
に
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
さ
く
ら

ん
ぼ
カ
フ
ェ
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
の
交
流
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
高
知
市
北
部
地
域

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

城
西
出
張
所
専
門
相
談
員

西
本
か
が
り
）

細木病院

認
知
症
予
防

 

「
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
フ
ェ
」 

好
評
開
催
中

第1回さくらんぼカフェでのミニ健康講座の様子

予
　
　
　後

予
　防
　法

〈 主　　　　催 〉デイサービスさくらんぼ
〈 協　　　　力 〉高知市社会福祉協議会
 高知市北部地域高齢者支援センター
 城西出張所
〈 お問い合わせ 〉デイサービスさくらんぼ
 ☎088‒826‒9415

認知症予防 さくらんぼカフェ
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2
月
14
日
に
開
催
さ
れ

た
今
年
の
高
知
龍
馬
マ
ラ
ソ

ン
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
は
9
︐

5
3
4
名
で
、
細
木
病
院
グ

ル
ー
プ
か
ら
も
約
20
名
の
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

私
も
完
走
タ
イ
ム
の
制
限
時

間
い
っ
ぱ
い
の
6
時
間
で
申

請
し
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
真
冬
と
は
思
え

な
い
暖
か
い
日
和
。
龍
馬
に

扮
し
た
尾
﨑
知
事
の
号
砲

で
、
電
車
通
り
を
埋
め
尽
く

し
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
、
一

斉
に
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
。

私
も
最
後
尾
の
Ｆ
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

県
庁
前
か
ら
介
良
方
面
に

向
か
い
、
南
国
バ
イ
パ
ス
を

過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
南
下
す
る

と
美
し
い
田
園
風
景
に
感
動

で
す
。
田
園
地
帯
を
過
ぎ
る

と
コ
ー
ス
中
盤
の
難
所
で
、

絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
浦

戸
大
橋
で
す
。
か
な
り
急
な

坂
道
を
上
る
と
、
澄
み
渡
っ

た
青
空
と
雄
大
な
太
平
洋
の

広
が
る
風
景
が
ラ
ン
ナ
ー
を

魅
了
し
ま
す
。
次
に
陽
射
し

や
風
の
強
い
花
海
道
を
走

り
、
大
海
原
を
眺
め
、
折
り

返
し
地
点
の
あ
る
土
佐
市
を

目
指
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
完

走
す
る
ま
で
の
キ
ツ
イ
こ

と
。
歩
い
て
い
る
ラ
ン
ナ
ー

が
増
え
、
正
直
、
私
も
何
度

心
の
中
で
歩
こ
う
と
思
っ
た

こ
と
か
。
し
か
し
、
こ
の
辺

り
は
応
援
さ
れ
る
方
も
多

く
、
知
人
に
目
撃
さ
れ
る
怖

さ
か
ら
、
足
を
前
に
動
か
し

て
い
ま
し
た
。
仁
淀
川
河
口

大
橋
を
渡
り
、
折
り
返
し
地

点
を
過
ぎ
た
ら
、
最
終
目
的

地
の
春
野
ま
で
残
り
わ
ず
か

で
す
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
根

性
の
世
界
で
す
。

　

春
野
総
合
運
動
公
園
の
坂

道
を
上
り
、
陸
上
競
技
場
で

ゴ
ー
ル
し
た
瞬
間
、
こ
れ
で

歩
け
る
と
い
う„
安
堵
感
〝と

走
行
中
の
自
然
豊
か
な
風
景

や
沿
道
か
ら
の
温
か
い
応

援
に
癒
さ
れ
た
„
感
謝
の
思

い
〝
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
き
っ
と
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
気

軽
に
走
れ
る
距
離
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
と
て
も
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

（
細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院

総
務
課
長　

中
嶋
光
宏
）

　

細
木
病
院
は
、
平
成
19
年

2
月
よ
り
、
国
土
交
通
省
か

ら
自
動
車
事
故
重
度
後
遺
障

害
者
短
期
入
院
事
業
の
協
力

病
院
と
し
て
委
託
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

自
動
車
事
故
重
度
後
遺
障

害
者
短
期
入
院
事
業
と
は
、

自
動
車
事
故
が
原
因
で
重
度

の
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ
た

方
や
そ
の
ご
家
族
に
対
す
る

支
援
事
業
で
す
。
利
用
対
象

は
、自
動
車
事
故
が
原
因
で
、

脳
、
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
の

臓
器
を
損
傷
し
、
重
度
後
遺

障
害
者
と
認
定
さ
れ
、
在
宅

で
生
活
し
、
介
護
料
を
受
給

中
の
方
で
す
。
一
般
病
棟
や

障
害
者
病
棟
へ
短
期
間
入
院

し
、
診
療
や
検
査
、
リ
ハ
ビ

リ
、
介
護
方
法
、
栄

養
指
導
な
ど
専
門

職
よ
り
指
導
や
助

言
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
1
回

の
入
院
は
、
原
則
2

日
以
上
14
日
以
内

と
な
っ
て
お
り
、
医

療
保
険
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
ご
家
族
は

短
期
間
で
は
あ
り

ま
す
が
、
介
護
休
養

期
間
が
確
保
で
き

ま
す
。

　

介
護
料
受
給
者
と

介
護
者
の
皆
様
と
の

交
流
会
が
年
1
回
程

度
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
昨
年
12
月

5
日
に
当
院
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
介
護
料
受
給
者
と
ご

家
族
、
ナ
ス
バ
（
自
動
車
事

故
対
策
機
構
）の
方
を
含
め
、

30
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、

当
院
の
概
要
や
短
期
入
院
の

受
け
入
れ
の
流
れ
の
紹
介
、

病
院
見
学
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
1
回
の
入
院
期
間
の

延
長
は
可
能
か
」「
病
院
の

見
学
や
概
要
説
明
を
聞
き
、

よ
く
分
か
っ
た
」「
障
害
者

用
ト
イ
レ
が
も
っ
と
あ
っ
た

方
が
よ
い
」「
小
児
の
短
期

入
院
の
受
け
入
れ
を
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
感
想
や
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
交

流
会
後
、
早
速
、
短
期
入
院

利
用
の
具
体
的
な
相
談
を
受

け
、
後
日
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

　

患
者
サ
ポ
ー
ト
室
長

辻
美
知
子
）

高
知
龍
馬
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
6

温
か
な
応
援
に
支
え
ら
れ
て
走
り
ま
し
た
！

細木病院

自
動
車
事
故
重
度
後
遺
障
害
者
短
期
入
院
事
業

  

介
護
料
受
給
者
と
介
護
者
の
皆
様
と
の
交
流
会
を
開
催

交流会に参加された皆様
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開
院
以
来
、
地
域
の
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
、
小
児
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
総
合
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
、

高
脂
血
症
や
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
指
導
お
よ
び

治
療
（
運
動
や
食
事
療
法
を

含
む
。）
や
皮
膚
科
診
療
に

力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
最

近
は
、
爪
白
癬
に
効
果
の
あ

る
外
用
剤
が
承
認
さ
れ
、
当

院
で
も
そ
の
有
効
性
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
院

内
エ
コ
ー
や
内
視
鏡
検
査
な

ど
の
消
化
器
専
門
外
来
も

行
っ
て
い
ま
す
。
高
度
な
検

査
や
治
療
が
必
要
か
ど
う
か

を
し
っ
か
り
見
極
め
、
細
木

病
院
と
連
携
し
て
、
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
の
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
と
介

護
と
の
シ
ー
ム
レ

ス
な
連
携
を
重
視

し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
認
知
症
対
応
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
同

一
敷
地
内
に
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

心
配
や
苦
痛
な
ど

を
抱
え
て
来
院
さ
れ
る
患
者

さ
ん
が
、
帰
宅
時
に
は
、
そ

れ
ら
の
不
安
が
な
く
な
り
、

笑
顔
で
帰
宅
で
き
ま
す
よ

う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
を

込
め
て
診
療
業
務
に
携
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

NO.91
《売店》
細木病院 新館地下
０８８-８２２-７２１１（代）/内線１６１０
三愛病院 １階
０８８-８４５-５２９１（代）/内線２６０

SALE
痛んだりサイズの合わない靴を履いていると、気づかない
うちに姿勢が悪くなったり疲労がたまりがちに…。
今ならナースシューズも希望小売価格の3割引で大変お買
い得となっております。
この機会にあなたにぴったりのシューズを探してみませんか？

季節の変化や周りの温度に合わせるカー
ディガンはオフィスの必需品です。体調管
理の一助に暖かく着心地の良いカーディガ
ンをこの機会にお買い求めください。今春、
メーカー事情により
価格改訂がありました。

ナースシューズは今が買い換えどき！
履き心地抜群！機能性に富んだナースシューズが多数勢揃い!!

メーカー希望価格より3割引
温度調整に最適なカーディガンはいかがですか？

セール期間は4月30日まで
　　　　　お早めにお買い求めください。
  ～ ナースシューズ・カーディガンを3割引でご提供 ～

メーカー希望価格より3割引

お取り寄せ商品になりますので、早めのご予約・ご注文をお願
いします。（お届けまでに1週間程度要する場合があります。）

スプリングセール実施中！！

メーカー希望価格より3割引

㈲積善会がお届けするインターネットショップ！
Ｚｅｎショップ が新しくなりました。

　新製品も続々登場!!
　ぜひ一度ご覧ください。

http://store.shopping.yahoo.co.jp/zen-shop100

【診療日】

【診療時間】
[午前]  8：30～12：00
[午後]  1：00～　4：30
休診日：土曜日の午後、日曜日、
　　　　祝日
【住　所】
781-0315 高知市春野町東諸木3163
【電　話】088-841-0188

　　　月　火　水　木　金　土

午前　○　○　○　○　○　○

午後　○　○　○　○　○　―　　

はるの森澤クリニック

平和団地

諸木郵便局

春野東
小学校

高知
競馬場

↑上町2丁目方面

春野総合
運動公園

南ケ丘
団地

■
内
科

■
皮
膚
科

は
る
の
森
澤
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人

仁
照
会

地
域
連
携
医
療
機
関
の
ご
紹
介

院長
森澤　有希
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昨
年
の
12
月
28
日
に
、
細

木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
で
、
次
世

代
育
成
の
一
環
と
し
て
「
職

員
子
ど
も
参
観
日
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

親
や
大
人
の
働
く
姿
を
見
て

も
ら
う
こ
と
で
、„
働
く
〝
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、

家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

小
学
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま

で
の
4
名
の
子
ど
も
た
ち
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ち
ょ
う
ど
、
作

業
療
法
室
で
の
年
末
恒
例

の
餅
つ
き
大

会
が
あ
り
、
参

加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
入

院
患
者
さ
ん
や

職
員
の
「
ヨ
イ

シ
ョ
ー
！
」
の

掛
け
声
に
合
わ

せ
て
、
勢
い
よ

く
杵
を
振
り
降

ろ
し
、
お
餅
を

つ
い
た
り
、
つ
き
上
が
っ
た

お
餅
を
丸
め
る
作
業
を
一
緒

に
体
験
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

「
病
院
で
働
く
人
に
つ
い
て
」

の
説
明
の
後
、
院
内
を
見
学

し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

親
の
働
い
て
い
る
職
場
に
行

く
と
、
少
し
照
れ
な
が
ら
も

職
員
に
質
問
を
し
た
り
、
聴

診
器
に
触
れ
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。お
楽
し
み
会
で
は
、

「
い
ろ
い
ろ
の
人
が
働
い
て

い
た
」「
仕
事
の
こ
と
が
聞

け
た
の
で
参
考
に
な
っ
て
良

か
っ
た
」「
餅
つ
き
が
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
午
前
中
の
2

時
間
ほ
ど
で
し
た
が
、
仕
事

に
つ
い
て
楽
し
く
体
験
し
考

え
る
機
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

（
副
看
護
部
長　

岡
崎
郁
子
） 　

病
気
や
け
が
な
ど
の
た

め
、
公
共
交
通
機
関
や
一
般

の
タ
ク
シ
ー
で
の
外
出
が
難

し
い
方
は
、
介
護
タ
ク
シ
ー

が
利
用
で
き
ま
す
。
お
体
の

状
態
に
応
じ
て
、
車
椅
子
、

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
迎
え
に

来
て
く
れ
ま
す
。
車
内
に

は
、
吸
引
器
や
酸
素
の
設
備

が
完
備
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
へ
の

乗
車
、
降
車
時
の
介
助
は
も

ち
ろ
ん
、一
部
の
事
業
者
は
、

介
護
保
険
と
連
動
し
、
通
院

や
外
出
時
の
付
き
添
い
対
応

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
障
害

者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方

は
、
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
走
行
距
離
や
利
用
さ

れ
る
福
祉
用
具
、
付
き
添
い

の
有
無
な
ど
に
よ
り
利
用
料

金
が
異
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
細
木
病
院
患
者
サ

ポ
ー
ト
室
ま
た
は
各
市
町
村

福
祉
担
当
窓
口
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

　

患
者
サ
ポ
ー
ト
室

佐
藤　

碧
）

8仁生会は、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

仁生会のホームページへ
www.jinsei-kai.com

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

『介護タクシー』
　　　　　について

細木ユニティ病院細木ユニティ病院

♬♬

♬

音楽療法コンサートのご案内音楽療法コンサートのご案内
　音楽には人の心を癒し元気づける力があります。音楽療法は、音
楽の持つ力を活用しながら、心身の健康維持・増進、生活の質の向
上を促進する療法です。

　細木ユニティ病院では、月 2 回ほど、Ｓ館 6 階で音楽療法コンサートを開催し
ています。 
　無料で公開していますので、一 般の方もお気軽にお越しください。
　＊駐車場はありません。公共の交通機関をご利用ください。

　ハ
ワ
イ
の
文
化
を
学
び
、ハ
ワ
イ
の
ア
ロ
ハ
を
感
じ
、そ
れ
を
皆

さ
ん
に
伝
え
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。高
知
県
内
に
540
人
ほ
ど

所
属
し
て
お
り
、西
は
土
佐
清
水
か
ら
東
は
室
戸
ま
で
、50
ほ
ど
の

教
室
が
あ
り
ま
す
。高
知
県
内
の
病
院
、施
設
な
ど
へ
の
慰
問
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
も
多
数
出
演
し
て
お
り
、毎
年
県
立
美
術
館
ホ
ー

ル
や
、2
年
に
1
度
高
新
文
化
教
室
で
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
6
月
に
ハ
ワ
イ
の
ミ
モ
ク
ル
ー
ズ
先
生
を
招
い
て
の
発
表

会
が
美
術
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

第
354
回
◇ 

ア
ロ
ハ
で
楽
し
く
!!

　4
月
15
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

　出
演
：
ル
ア
ナ
と
楽
し
い
仲
間
た
ち

（
日
比
愛
子
、松
下
美
知
子
、井
上
喬
子
、岡
林
沙
由
子
）

　2
0
0
0
年
に
結
成
。各
メ
ン
バ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
楽
器
で
演
奏
し
て
い
ま
す
。ロ
ッ
ク
、ラ
テ
ン
、ブ
ル
ー
ス
、

ジ
ャ
ズ
の
要
素
が
溶
け
合
い
、幅
広
い
民
俗
音
楽
を
感
じ
さ
せ
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。こ
れ
ま
で
3
枚
の
ア
ル
バ
ム
を
発
表
。2
0
0
8
年

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ツ
ア
ー
が
大
好
評
で
勇
気
づ
け
ら
れ
、今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。最
近
は
カ
バ
ー
曲
も
演
奏
し
て
い
ま
す
。

第
355
回
◇ 

新
緑
の
風

　4
月
22
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

　出
演
：
ア
ペ
ラ
ッ
チ
ャ
コ

（
谷
中
秀
治
：
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

サ
ス
ケ
：
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー

ロ
ケ
ッ
ト
マ
キ
ノ
：
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、ピ
ア
ニ
カ
）

職
員
子
ど
も
参
観
日
開
催

職
員
子
ど
も
参
観
日
開
催

職
員
子
ど
も
参
観
日
開
催

細　　木
ユニティ
病　　院


